
鶏　肉　情　勢 更新 全農チキンフーズ㈱

生産状況 単位：千羽、千トン、％

数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比

入雛羽数 64,289 99.6% 724,811 101.9% 61,167 102.4% 56,482 99.5% 60,407 99.2%

処理羽数 64,130 100.3% 682,355 101.8% 55,378 103.1% 53,534 97.1% 59,668 101.8%

(2) 処理重量 192.3 100.2% 2,026.1 101.9% 163.2 101.7% 158.3 97.3% 176.8 101.2%

※参考資料：全国食鳥新聞発行「PＭＮ]

輸入動向 単位：千トン、％

２．輸入 (1) 鶏肉 調製品 合計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 鶏肉 調製品

42.0 50.0 84.0 35.4 34.2 103.5 77.4 84.2 91.9 54.3 45.7

50.1 57.2 87.5 35.5 39.0 91.1 85.6 96.2 89.0 58.5 41.5

51.7 39.0 132.6 41.0 37.1 110.5 92.7 76.1 121.8 55.8 44.2

(2) 33.0 41.6 79.4 39.9 37.8 105.6 72.9 79.3 91.9 45.3 54.7

551.2 529.4 104.1 422.0 406.1 103.9 973.2 935.6 104.0 56.6 43.4

※参考資料：全国食鳥新聞発行「PＭＮ]、全国食鳥新聞

１．家計消費 (1) 消費動向（2人以上の世帯） 単位：グラム、円、％ 相場（年別・暦年） 単位：円

もも肉 むね肉 計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 H23年 642 264 906

1,426 1,376 103.6 1,303 1,298 100.4 H24年 563 189 752

２．量販・卸 (1) 1,493 1,391 107.3 1,352 1,330 101.7 H25年 583 246 829

1,641 1,614 101.7 1,646 1,677 98.2 H26年 626 294 920

1,353 1,308 103.4 1,274 1,276 99.8 H27年 639 336 975

※参考資料：総務省統計局HP H28年 621 255 876
(1)

在庫状況 単位：千トン、％

１．28年11月 (1) 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

24.2 18.5 130.4 145.3 110.6 131.4 169.5 129.1 131.3

25.6 18.8 136.0 139.5 112.7 123.8 165.1 131.5 125.5

２．見通し (1) 25.9 19.6 132.4 139.1 121.6 114.4 165.0 141.1 116.9

24.6 21.3 115.4 137.2 120.1 114.2 161.8 141.4 114.4
※実績参考資料：畜産日報、農畜産業振興機構

(2)

相場（月別） 単位：円、％

品名 もも肉 むね肉 正肉合計

１．1月動向 (1) 履歴 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

H28年10月 623 648 96.1 264 345 76.5 887 993 89.3

H28年11月 640 657 97.4 271 336 80.7 911 993 91.7

２．2月見通 (1) H28年12月 669 676 99.0 258 314 82.2 927 990 93.6

H29年1月 681 668 101.9 253 283 89.4 934 951 98.2 ※（）は見通し

H29年2月 (665) 633 105.1 (255) 263 97.0 (920) 896 102.7

H29年3月 (630) 617 102.1 (255) 256 99.6 (885) 873 101.4

621 639 97.2 255 336 75.9 876 975 89.8
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３．業務・
　　加工筋

加工仕向け原料は、生鮮でのささみ販売が緩んできていることから、凍結品での供給は潤沢
なものとなってきている。しかし、国産原料への引き合いも強まっていることから、需要と供給が
バランスしており相場は保合いの状態が続いているようだ。
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2月に入り時折寒さの緩む時期はあるものの、厳しい寒さから鍋物需要は引き続き高いこと
や、輸入品の相場上昇もあり、国産鶏肉需要は引続き好調を維持していくものと思われる。
もも肉相場は、下げの展開とはなるものの、需要の高まりや輸入品相場により大きく下げること
は無く、月平均で665円/ｋｇ程度になるものと思われる。
むね肉相場は、生鮮での需要は高くないものの、冷凍品で加工仕向けの需要が堅調となって
おり、保合いでの推移になるものと思われる。

国産在庫は、生鮮での需要拡大による年末用在庫の代替販売等により12月は減少し、年明
け以降も、鶏肉需要はもも肉を中心に旺盛であることから、国産在庫は減少傾向が続くものと
思われる。

平成28年11月の推定期末国内在庫数量は国産が24.6千トン、輸入品在庫も137.2千トンと前
年比では増加しているが、前月比ではやや減少となっている。国産は生鮮代替での凍結品販
売が増加し、輸入品は加工仕向けの出回り量増加でともにやや減少となった。

輸入鶏肉の平成28年12月通関実績は33.0千トン（前年比79.4％）となり、前月から大きく減少
となった。日本食肉輸出入協会の予測数量を下回る輸入量となっており、国内在庫が多いこ
とや現地のオファー高が輸入数量を押し下げたものと思われる。
今後も、現地のオファー高や円安、加工品への原産地表示義務化等、輸入品を使用すること
への逆風が大きくなっており、1月以降の輸入数量予測でも前年を大きく下回る数値となって
おり、今後の輸入各社の動きには注視が必要である。

鶏肉調製品は、平成28年12月通関実績が39.9千トン（前年比105.6％）と12月もほぼ40千トン
の輸入数量となった。輸入国別で見るとタイ産で前年比113.2％、中国産は94.6％となってい
る。
年末の特需期であり、11月に引き続き年末用加工品等の輸入があり、大きく輸入数量が増加
したものと思われる。

輸入品は、前年を上回る輸入数量にもかかわらず、出回り量も拡大していることから国内在庫
は減少傾向となっている。12月以降は輸入数量が前年を下回ってくることや、加工仕向け等
での出回り量増加が見込まれることから、輸入品在庫も減少傾向が続くものと思われる。

平成28年12月単月の実績は、推計で入雛羽数が前年比99.6％、処理羽数で前年比
100.3％、処理重量で前年比100.2%と入雛羽数で前年をやや下回ったものの、処理羽数、重
量で前年を上回った。12月は、稼働日の関係から処理羽数、重量とも前年を下回る予測で
あったが、比較的気候も安定し、育成も順調で、ＵSチャンキー導入の影響もほぼ見られな
かったようだ。また、1月に入って宮崎で2例目のHPAIが発生したが、行政や各社の対応手順
が整ってきたことから、こちらも今のところ出荷への大きな影響は聞かれない。
平成29年1月～3月の計画では、2月に前年を下回る計画となっている。
29年2月は前年が閏年で、稼働日が前年より1日少ない産地があること等が数量減少の一因と
なっているものと思われる。
1月、3月は処理羽数、重量で前年を上回っており、各インテとも本格的な寒さにもかかわらず
ＵＳチャンキー導入による影響もそれほどでなく、順調な育成を予測しているものと思われる。

総務省家計調査による平成28年12月の全国一世帯当たりの鶏肉消費量は1,641㌘（前年比
101.7％）と前年を上回り、金額は1,646円（前年比98.2％）と前年を下回った。
数量は、気温の低下による鍋物需要の盛り上がりで中旬までは大きく伸びたものの、クリスマス
後は牛肉に押されて販売が鈍り、前年をやや上回る数量となった。金額ではブラジルもも解凍
や、国産むね肉・手羽元の販売が伸びたことから前年を下回った。

平成29年1月の相場は、もも肉681円/ｋｇ、むね肉253円/ｋｇと、前月比でもも肉が12円/ｋｇ上
げ、むね肉は5円下げの正肉合計で7円/ｋｇの上げとなった。もも肉は、厳しい寒さから鍋物を
中心に需要が堅調に推移し、年始からほとんど下がらなかった。むね肉は、年始に大きく下げ
たものの、加工仕向けの堅調な需要からやや戻し、その後保合いでの推移となった。

１．国内 (1)

鶏肉販売は、年末には牛肉に押されてやや鈍ったものの、年始以降厳しい冷え込みから再び
引き合いが強まり、年始の供給不足もあって商品はやや不足感のある状態が続いた。
今後も、鍋物需要を中心に鶏肉販売は堅調に推移するものと思われ、2月は産地休業も多い
ことから引き続き不足感のある状態が続くものと思われる。


